
〇〇会社安全運転管理規程（サンプル）

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この規程は、〇〇会社（以下「当社」という。）の職員（以下「社員」という。）の交通

事故を防止するため、当社の業務用車両及びマイカー通勤者等の安全な運転の確保並びに効率的

な使用に関し、必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この規程において使用する用語の意義は、次の各号に掲げるところによる。

(1) 車両 自動車、原動機付自転車及び通勤用自転車をいう。

(2) 業務用車両 当社が現に所有し、又は現に使用管理する車両をいう。

(3) 運転者 社員のうち、運転免許証の交付を受けている者をいう。

(4) マイカー通勤者等 社員のうち、通勤に車両を利用している者をいう。

（心構え）

第３条 社員は、業務用車両を使用するに当たっては、人命の尊重を旨とし、常に交通法規を厳守

するとともに、いかなる事態にあっても交通の安全を他に優先して考え、安全な運転の確保に努

めなければならない。

（安全運転管理者の選任等）

第４条 道路交通法に規定する安全運転管理者は、社員のうちから法定の要件を備える者を社長が

選任するものとする。

２ 社長は、安全運転管理者を選任したときは、選任したときから15日以内に〇〇警察署を通じて

愛知県公安委員会に届け出るものとする。これを解任したときも同様とする。

３ 社長は、安全運転管理者を選任したときは、社員に告知するものとする。

（副安全運転管理者）

第５条 安全運転管理者の業務を補佐させるため、安全運転管理者のもとに副安全運転管理者を置

く。

２ 副安全運転管理者は、社員のうちから社長が選任する。

３ 副安全運転管理者を選任したときは、前条第２項及び第３項の規定を準用する。

（安全運転管理者の解任）

第６条 社長は、安全運転管理者又は副安全運転管理者が次の各号のいずれかに該当することにな

ったときは、解任するものとする。

(1) 退職、配置替え、又は長期にわたる事故のため、その業務が遂行できなくなったとき。

(2) 愛知県公安委員会から解任命令を受けたとき。

(3) 安全運転管理者又は副安全運転管理者としてふさわしくない行為があったとき。

第２章 安全運転管理体制

（統括責任者）

第７条 第３章に規定する安全運転管理者の業務（以下「管理業務」という。）については、〇〇

取締役が統括する。但し、重要事項については、あらかじめ社長の承認を得て行うものとする。



２ 〇〇取締役に事故があるときは、〇〇が前項の職務を代行する。

（安全運転管理者の任務）

第８条 安全運転管理者は、〇〇取締役の指揮を受け、管理業務を適正に行うものとする。

（安全運転管理者の権限）

第９条 安全運転管理者は、この規定に定めるところにより管理業務の実施に関する権限を有する

ほか、運転者の人事管理、労務管理及び業務用車両の管理等並びにマイカー通勤者等に対する指

示について、必要な範囲内において意見を述べることができる。

（副安全運転管理者の任務）

第10条 副安全運転管理者は、安全運転管理者の指示を受け、管理業務を補佐するものとする。

２ 安全運転管理者に事故があるときは、その業務を代行するものとする。

（運転者の業務）

第11条 運転者は、第27条に定める運転者服務規程を遵守するとともに、安全運転管理者及び副安

全運転管理者の指示に従わなければならない。

第３章 安全運転管理者の業務

（通則）

第12条 安全運転管理者は、業務用車両の安全な運転の確保と効率的な使用を図るため、この章に

規定する管理業務を行うものとする。

（使用規制）

第13条 業務用車両は、当社の業務以外の用務に使用させてはならない。

２ 業務用車両を使用しようとする者は、業務用車両使用承認票により、安全運転管理者又は副安

全運転管理者の承認を得なければ業務用車両を使用してはならない。

３ 業務用車両は、業務に関し緊急に必要がある場合のほか、第16条に規定する指定運転者以外の

運転者に運転させてはならない。

４ 故障又は整備不良と認められる業務用車両については、その使用を承認してはならない。

（キーの保管）

第14条 業務用車両のキーは、安全運転管理者が保管するものとする。

２ 業務用車両のキーは、キー収納箱に収納し、確実に保管しなければならない。

（運転者台帳）

第15条 運転者の適正な管理と教育指導に資するため、運転者ごとに運転者台帳を作成し、その活

用を図るものとする。

（指定運転者）

第16条 業務用車両ごとに、適性を有する運転者を指定するものとする。

２ 前項の規定により指定する運転者（以下「指定運転者」という。）は、運転の指定を受けた業

務用車両の使用、手入れ及び点検整備の任に当たるものとする。

（運行計画）

第17条 〇〇課長と常に連携を密にし、運送需要に応じた運行の合理化と調整に努めるとともに、

それぞれの運行や業務の目的及び要急度、運行の距離・時間及び経路、交通事情及び道路事情並

びに運転者の運転免許の種別・年齢・運転経験・運転技能・健康状態・疲労度その他各種の条件

を詳細に検討し、安全でしかも効率的な運行を図ることのできる運行計画をあらかじめ定めてお



かなければならない。

２ 運行計画を定めたときは、運行を命じようとする運転者及び〇〇課長その他関係社員に対し、

あらかじめ通知するものとする。運行計画を変更したときも同様とする。

（交替運転者）

第18条 運転者に長距離又は夜間にわたる長時間の運行をさせるときは、別に定める交替運転者配

置基準により、あらかじめ交替運転者を配置しなければならない。

（異常気象等）

第19条 異常な気象、天災その他道路交通上の障害（以下「異常気象等」という。）により、安全

な運行ができないおそれがあるときは、その事態により業務用車両の使用を禁止することができ

る。ただし、業務に関して緊急の必要があるため、社長又は〇〇取締役が運行の指示又は承認を

した場合においては、次の各号に掲げる事項について、あらかじめ必要な措置を講じたうえ、業

務用車両を運行させるものとする。

(1) 運転者に対し、異常気象等の状況及びこれに伴う道路又は交通の障害状況並びに迂回路等の

情報を伝達するとともに、安全な運転を確保するために必要な指示を行うこと。

(2) 運転者に対し、事態に即応した連絡方法、危険回避の方法、運行の継続・中止又は待機等に

ついて、具体的な指示を行うこと。

(3) 第22条に規定する応急用具等の点検と確認を行うこと。

(4) 事態に応じ、業務用車両の使用を統制すること。

（点呼）

第20条 運転者の心身の健康状態、業務用車両の整備状況の把握及び運転者に対し、必要な指示指

導等を行うため、次の各号に掲げるところにより、点呼を行わなければならない。

(1) 点呼は、適当な場所を指定し、始業時及び終業時において行うこと。

(2) 運転者の服装・態度・携行品及び心身の状態を観察し、疾病、疲労、飲酒その他の理由によ

り安全な運転ができないおそれがある者には、乗務させないこと。

(3) 心身の健康を害している運転者について申告を求めること。

(4) 運行計画に従い、運行の指示を行うこと。

(5) 車両点検の実施結果の報告を求め、その確認を行うこと。

(6) 終業時の点呼においては、運行を終了した運転者から運転日報を提出させ、運行の状況及び

使用した業務用車両の整備状況等の報告を求めるとともに、終業点検を行わせること。

(7) 運転者に対し、短時間の教育指導を行うこと。

(8) 点呼記録簿に点呼の実施状況を記録すること。

（車両点検）

第21条 業務用車両を運転しようとする運転者に対し、次の各号に掲げるところにより車両点検を

実施させるものとする。

(1) 点検は、点呼を行う前に行わせること。

(2) 点検は、点検チェックリストにより確実に行わせ、その結果を記録させること。

(3) 点検終了後、洗車させること。

（応急用具等）

第22条 業務用車両には、次の各号に掲げる応急用具等を備え付けているかどうかを点検してその

状況を確認するとともに、その使用方法を習熟させるため、必要な実技訓練を行わなければなら



ない。

(1) 非常信号用具及び消化器

(2) 応急修理用具及び応急用具

（運転日報）

第23条 運転者ごとに運転日報を備え付け、運転を終了したつど、当該運転者に運行の状況等を記

録させるものとする。

２ 運転日報は常に点検し、第17条に規定する運行計画作成上の資料として活用するものとする。

（運転適性検査）

第24条 運転者の管理及び教育指導に資するため、所属の運転者に対し、自動車の運転に関する適

性検査を受けさせるものとする。

（運転者等の教育指導）

第25条 運転者及びマイカー通勤者等（以下「運転者等」という。）に対し、車両の運転に関する

知識、技能その他安全な運転を確保するために必要な事項について、効果的に教育指導を行うよ

う努めなければならない。

２ 運転者等の教育指導は、運転適性検査の結果及び平素の運転態度の観察等により、運転者ごと

に教育指導の要点を把握し、個別に行うよう留意しなければならない。

（健康管理）

第26条 運転者等については、健康診断の結果、平素の健康状態及び点呼時の態度等により、常に

運転者ごとの心身の健康状態の把握に努めるとともに、勤務時間外における生活態度についても

その状況を把握し、運転者等の健康管理を図るものとする。

第４章 雑則

（運転者等服務規程）

第27条 業務用車両の使用及び運行に関し、運転者等が遵守すべき事項は、別に定める運転者服務

規程によるものとする。

（講習）

第28条 〇〇取締役は、愛知県公安委員会から安全運転管理者又は副安全運転管理者の法定講習の

通知を受けたときは、受講させなければならない。

２ 〇〇取締役は、運転免許の更新を受けようとする運転者に対しては、更新時講習を受講するこ

とができるよう勤務上必要な措置を講じなければならない。

（表彰・懲戒）

第29条 業務用車両の運転及び整備に関する表彰及び懲戒は、別に定める基準により社長が行う。

付則

この規定は、〇〇年〇月○日から施行する。


